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新潟市教育委員会

この「新潟市の学校教育」は,
「学習指導要領」の趣旨と

「新潟市教育ビジョン第３期実施計画」の
基本施策を踏まえ,

その実現を目指して設定しました。

● 組織的な取組による授業力の向上
　日々の授業で児童生徒が「何を学んでいるのか」「どのように学んでいるのか」「何が分か
り，できるようになったのか」を自覚できることが，確かな学力の向上につながります。
　そのために，「学習課題」と「まとめ」のある，児童生徒が主体的・協働的に学ぶ授業（ア
クティブ・ラーニング）を推進します。そして，目指す授業を実現するために，日々の授業
と校内研修とを連動させ，全教職員及び学校に関わる人々が同僚性・協働性を発揮すること
のできる学校を目指します。

● 自律性と社会性を育む生徒指導の推進
　児童生徒一人一人が社会の一員であることを自覚し，他者との望ましい関係を築き，高み
を求めて「自立」する姿の実現を目指し，教育活動全体を通じて，「自律性」（めあてをもち，
自己決定し，自主的に行動する）と，「社会性」（互いに認め合い，支え合い，高め合う）を
育む生徒指導を推進します。
　そのために，「授業づくりと生徒指導の一体化」や「事前・事後の活動を重視した特別活動」
を中核として，「子どもを伸ばす 4つの視点」から児童生徒の実態に即した具体的な手立て
を位置付け，組織的・計画的な指導に取り組みます。

● 自立と社会参加の力を育む特別支援教育の推進
　共生社会の実現を目指したインクルーシブ教育システム構築のために，特別支援教育を充
実します。障がいのある児童生徒がその能力や可能性を最大限に発揮し，自立と社会参加す
ることができるように，一人一人の教育的ニーズを把握し，「個別の教育支援計画」等の作
成を通して「合理的配慮」を提供し，適切な指導及び支援を行うことを推進します。
　そのために，教職員の専門性を高める校内研修に取り組み，保護者やサポートセンターな
ど関係機関との連携を進めます。
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学校教育の重点

教育文化都市
政令市新潟



Ⅰ　小・中・中等教育学校（前期課程）・特別支援学校教育

◇  学び続ける資質・能力を育むキャリア教育の推進
● 　児童生徒が将来，社会的・職業的に自立し，集団や社会で様々な人と関わり，自分の
役割を果たしながら自分らしく生きていくために必要な基礎的・汎用的能力（※）を育む
教育活動を実施する。
※： 「基礎的・汎用的能力」は，「人間関係形成・社会形成能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応能力」
「キャリアプランニング能力」の４つの能力によって構成される。

◇ 基礎的・基本的な知識・技能の習得と思考力・判断力・表現力等の育成，
　 学ぶ意欲の喚起を図る教科指導の推進
● 　教職員が同僚性・協働性を発揮して，「学習課題」と「まとめ」のある，児童生徒が主
体的・協働的に学ぶ学習（アクティブ・ラーニング）を中核とする授業を実践する。

● 　学校図書館や新聞等を活用し，児童生徒が自ら課題を解決するための活動を充実する。
● 　家庭との密接な連携を図り，家庭学習や読書習慣を確立する。
◇ 探究的・協働的に学び，自己の生き方を考える総合的な学習の時間の推進
● 　児童生徒の実態に応じて全体計画，年間指導計画を改善し，育てようとする資質や能
力及び態度，主な学習活動を明確に定め，探究的・協働的な学びを推進する。

● 　探究的・協働的な学習活動を推進し，児童生徒にどのような力が付いたかを具体的に把握する。
◇ アグリ・スタディ・プログラムの推進
● 　実感の伴った確かな学びを実現していくために，様々な教科等に体験活動を位置付け
た「アグリ・スタディ・プログラム」を推進する。

◇ いのちの教育・心の教育の充実
●  　自他を尊重する心や豊かな人間性や社会性を身に付け，自信と誇りをもって生きるこ
とができる児童生徒を育む教育を推進する。

●  　思いやりや助け合い，支え合いの心をもった児童生徒を育むために，バリアフリーや
ユニバーサルの視点をもった教育を推進する。

●  　道徳や学級活動・学校行事を通して，自主的，実践的な態度を育む教育を実施する。
◇ 自律性と社会性を育む生徒指導の充実
● 　児童生徒のよさを多面的に理解し，一人一人の児童生徒との信頼関係を築きながら，
全ての教育活動に取り組む。

● 　「目的意識」「自己決定」「個性・能力」「協同性」の４つの視点を意識した授業づくりによって「授
業づくりと生徒指導の一体化」を図り，児童生徒が主体的・意欲的に取り組む授業を推進する。

● 　児童生徒と共に課題を設定し，自ら解決に向けた方策を見いださせるなど，目標設定や課題解
決に向けて意欲的に取り組ませるとともに，その喜びや充実感を体得させる特別活動を推進する。

◇ いじめ・不登校への対応
● 　「新潟市いじめの防止等のための基本的な方針」に基づいて，学校，保護者，地域が互
いに信頼関係を構築し，いじめを生まない社会の実現に向けて，地域全体で子どもをい
じめから守る取組の充実を図る。

● 　いじめが発生した場合は，学校や教育委員会の調査に基づいて，事実関係を明らかにし，
関係機関と連携した取組を行う。

１　確かな学力の向上

２　豊かな心と健やかな身体の育成
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学校教育評価の観点
　全学校・園が，地域の特性や各学校・園の特色を大切にしながら，本市全ての幼児児童生
徒が，次代の新潟を支え，世界にはばたく豊かな心を育むため，教育ビジョンに基づいて，以
下の評価の観点をもとに，各学校・園の実態に応じて重点化した学校評価を進めてください。



● 　欠席管理等から，不登校傾向の兆候を早期発見できる校内体制を確立し，不登校の未
然防止を図る。不登校児童生徒には，専門機関等と連携しながら丁寧に対応する。

◇ 体力・健康づくり，食育の推進
● 　児童生徒の体力・運動能力や運動習慣の実態を踏まえ，自校の重点や各学年で身に付
けさせたい力を明確にし，それらを確実に習得・活用させる授業を展開する。

● 　保健・食に関する教育は，教育活動全体を通じて実践するとともに，専門性を有する養
護教諭や栄養教諭・学校栄養職員が参画した授業づくりを展開する。
● 　「学校保健計画」「食に関する指導に係る全体計画」を改善し，実践するとともに，学
校保健委員会等を生かし，保護者や地域と連携して，児童生徒により良い生活習慣を身
に付けさせる活動を展開する。
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◇ インクルーシブ教育システム構築と合理的配慮の提供
● 　多様な障がいに対し，個々のニーズに応じた合理的配慮を提供することができように，特別
支援学校，特別支援学級，通級指導教室または通常の学級などにおいて指導方法の工夫改善
に努める。そのために特別支援教育に関する専門性を高め，学校としての支援体制を確立する。
● 　地域や学校の実態に応じて「交流及び共同学習」を推進し，障がいのある児童生徒と
ない児童生徒が共に学べる場を組織的・計画的に設定する。

● 　児童生徒の障がい児・者に関する理解を深めるために，発達段階に応じた体験的活動
や福祉読本の活用により，障がい理解教育を推進する。

◇ サポートネットワークを活用した専門機関との連携
● 　障がいのある児童生徒への効果的・専門的な支援を行うために，サポートセンターや
特別支援学校，医療機関，福祉機関等との連携を図る。

◇ 保護者との連携のための就学相談，教育相談の充実
● 　特別支援教育に関する相談体制を活用し，保護者と「個別の教育支援計画」について合意
形成を図る。また，移行時において情報の引き継ぎを行い，途切れない一貫した支援を行う。

◇ 学びの連続性を図る一貫教育の推進
● 　中学校区を単位として，校区内の小学校と中学校における 9か年の共通の課題を明ら
かにし，課題解決に向けて，教育課程の編成等の方法や校内，学校間，地域における組
織づくりを工夫する。

◇ 外国語教育・国際理解教育の充実
● 　外国語を通じて，言語や文化に対する理解を深め，積極的にコミュニケーションを図ろ
うとする態度と能力の育成に向けた外国語教育を実践する。

● 　我が国の歴史や文化，伝統などに対する理解を深めるとともに，広い視野をもって諸外国の人々
と信頼関係を築きながら共に生きていく資質や能力の育成に向けた国際理解教育を実践する。

◇ 情報教育の充実と ICTを活用した教育の取組
● 　児童生徒が情報活用能力や情報モラルを身に付けるために，ICTを活用した効果的な
授業を実施する。

● 　「自ら学び，考え，行動する力」を育成するために，ICTの積極的な活用をはじめとす
る指導方法・指導体制の工夫改善を図り，ネットワークを利用した機器を活用すること
により協働型・双方向型の授業を実施する。

◇ 主体的な取組をうながす環境教育の推進
● 　各教科等における指導内容を明確にするとともに，発達段階に応じた環境保全活動の
実践を取り入れた環境教育を実践する。

３　創造性に富み，世界と共に生きる力の育成

４　共生社会の実現を目指すインクルーシブ教育システムの推進

５　校種間・学校間連携を活かした特色ある学校・園づくり



Ⅱ　幼児教育
● 　一人一人の発達の実情や興味・関心，思いを大切にし，計画的に環境構成を工夫する。
● 　地域の自然や人，行事，施設との関わりを重視した教育活動の見直しと改善に取り組む。
● 　公・私立幼稚園及び保育園による，保育の在り方についての合同研修会や保育園，小
学校，中学校等の教職員を交えた研究保育や協議会を年間複数回実施する。

● 　保護者同士の交流が生まれるような場の設定や子育て相談の実
施，幼児一人一人の発達の実情を理解するための教育相談に努める。

● 　家庭と連携しながら，幼児が基本的な生活習慣を身に付けることが
できるようにする等，保護者の幼児期の教育に関する理解推進を促す。
● 　幼児と児童生徒との交流活動を推進し，アプローチカリキュラ
ムの実施に取り組む。

Ⅲ　高等学校教育
● 　生徒が主体的・協働的に学ぶ学習を小中学校段階からさらに発展させ，各教科等における
言語活動等を充実させることにより，生徒の学ぶ意欲や思考力等を向上させる授業を展開する。

● 　地域や海外の人々と関わりながら，環境教育，国際理解教育等の持続可能な発展に関
わる諸問題に対応できる力を育むため，「総合的な学習の時間」等における探究的な学習
活動の充実を図る。

● 　生徒の多様な能力・適性，興味・関心に応じて，社会参画の視点からキャリア教育の
充実を図るとともに，高等教育機関・企業等との連携により，より高度な思考力・判断力・
表現力等を育成する授業やインターンシップなどの活用を促進する。

● 　生徒の進路希望実現に向けた，学校や家庭等における自主的な学習習慣の確立を促進する。
● 　教員全体で，年間を通して，日常的な教育相談の機会を設け，自律性と社会性を育み
ながら一人一人を大切にする生徒指導を推進する。

● 　中学校との連携協議会で情報交換を行い，中学校の教職員に向けた授業公開を行うこ
とにより，教育課程や学習環境，学校生活の連続性を強化する。

● 　「生きるシリーズ」を活用した授業の実施等，正しい人権感覚を磨き，人権意識を高揚
させる人権教育，同和教育を推進する。
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● 　小中学校9年間を通して，基礎学力の定着や考える力の育成を図るため，ノート指導
や学び合い，学習スキル等，中学校区内における一貫した取組を推進する。

◇ 幼児教育と小学校教育の円滑な接続
● 　教職員同士の交流，研修等を通して，入学前の幼児の実態を把握し，小学校教育へ円
滑な接続ができるよう，小学校における接続カリキュラムを実施し，幼稚園・保育園に
おけるアプローチカリキュラムの実態把握に努める。

● 　副読本「生きるシリーズ」，「子どもの権利条約パンフレット」，「男女平等教育学習資料」
や「拉致問題」に関する資料の活用計画を含む，人権教育，同和教育の年間指導計画を
整備し，確実に実践する。

● 　「生きるシリーズ」を活用した授業研修や講演会等，同和教育を中核とした人権教育の
校内研修会を年間２回以上実施する。

６　人権を守り共に支え合う社会の推進

● 　学校安全計画に基づき，防災管理を徹底し，教育課程に位置付けた系統的な防災教育
の充実に取り組む。

● 　学校内の安全管理を徹底するとともに，安全学習と安全指導を関連付けながら，教育
活動全体を通じた計画的な取組を実施する。

● 　登下校時等の児童生徒の安全が確保できるように，保護者や地域，関係機関等と連携
した児童生徒見守り活動の充実を図る。

７　学びのセーフティネットの構築に向けた取組の推進


